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【骨子】
日本文化とコンプライアンス

（１）日本人の倫理観の特徴について（日本人の倫理観を支えているものは、何か？）
（2） 日本の文化と
①　心理的要因に着目したコンプライアンスのあり方
②　心理的要因を考慮した内部通報制度のあり方
（1） 日本人の倫理観の特徴について
①日本人の特質：高い倫理観・道徳心を持つ。

―＞共同体感覚。本音と建前。和になじむ（和をもって、貴しとなす）。集団行動を好む。礼儀正しくきちんとあいさつをする。秩序にこだわる。綺麗好き。美意識が高い。仕事がていねい。自己主張が苦手。治安が良く災害時でも冷静。宗教対立がなく、テロもない。貯金が好きで、倹約意識が高い（もったいない）。出る杭はうたれる。根回し。談合。「恥」の文化。「謙遜」の文化。「お上」への従順さ。政治への無関心。

②日本人の倫理観・道徳心を支えているのは、日本文化（歴史、 宗教、地域制（島国であり他国から侵略されたことが少ない）、民俗性（単一民族）、農耕民族　など）ではないか？それに一番大きな影響を与えているのは、武士道？

―＞「武士道」では、名誉を守ることが重要であり（「恥となる」「卑怯である」「忠義に反する」ことはしない）これが日本的経営にどこまで残っているかは、不明である。中にはコンプライアンス上は、マイナスの面があるのではないか？
・「武士のなさけ」などといった理由で、一旦、職を辞すると真相の追求がなされないケースがある。（政治家が議員を辞職したときなど政界によく見られる。「武士のなさけ」でこれ以上は、責任を追及しないなど・・・）
・「忠義に反する」という理由で会社や上司の行動（たとえ不正があっても）に従う。
・これまでの「根回し、談合」の習慣が、コンプライアンスを守るための障害となっているのではないか。
「武士道」は、日本古来の「神道」に仏教や儒教を融和させて形つくられてきたといわれており、日本の古来の宗教である「神道」についての検討が必要なのではないか？
古来からの「神道」が基礎となってその上に仏教、儒教、道教、キリスト教を含めさまざまな外来の宗教を混在させながら今日の日本の精神や文化の土壌がつくられ「神道」を主体とする宗教を抜きにして日本文化の精神・本質を語ることはできないと思う。

・仏教が伝来したときには、かなりの摩擦があったのではないか？
仏教の伝来という出来事が起こったのは、「上宮聖徳法王帝説」（聖徳太子の伝記）を見ると５３８年と記されている。この仏教をめぐって物部氏と蘇我氏の間に亀裂が生まれる。（物部氏は廃仏派、蘇我氏は崇仏派だったので、仏教に対する考え方が全然違っていたのであるが、実際は仏教をめぐっての確執というよりも、皇位継承問題での対立によるところが大きかったようである。）最終的には、仏教推進派の蘇我馬子が勝利しそこから蘇我氏＆仏教の繁栄が始まる。聖徳太子も仏教推進派でその活動によりその教えが広まった。

・その後の神道の日本社会での関わりは？
1 「神道」は、古来あった神々への信仰が、仏教、道教、儒教などの影響を受けて展開してきた宗教である。「神道」には、最初から明確な教義があったわけではなく、長い時間をかけて神学が形成され、とりわけ近世になって体系化が進められた。また、古来の伝統的な信仰や儀礼が「神道」として認識されるようになったのは、仏教の伝来以降のことと考えられる。しかし、「神道」と仏教とは明確に区別されず、神仏習合と呼ばれる融合した形をとった。
2 中世になると、仏が人々を救うために神に姿を変えてこの世に現れ、神仏は本来同一であるとする本地垂迹説(ほんじすいじゃくせつ)が流布し、神仏習合がさらに複雑化した。
3 「神道」と仏教とが、今日のように明確に区別されるようになったのは、両者を明確に区別することを目的とした、明治期の神仏判然令の結果である。現在では、一般に神社を中心とする信仰や儀礼が、「神道」として認識されている。
・国家神道と日本人（島薗　進、上智大学教授、東京大学名誉教授、　岩波新書）

―＞戦前、日本人の精神的支柱として機能した「国家神道」。それはいつどのように構想され、どのように国民の心身に入り込んでいったのか。また、敗戦でそれは解体・消滅したのかについて検討されている。筆者は、「国家神道」が今でも存続しているとしているが、議論の余地があると思う。
1� 戦前の日本を支配した天皇至上主義の「教義」である「国家神道」は、明治時代になってから、当時の権力者たちによって創設されたものであり、「日本古来の伝統」などとは言えない。天皇の行う皇室祭祀（こうしつさいし：皇室で行われる祭祀でおもに神道的儀礼を基本としている）全てが古くからの伝統であるかのような議論があるが、祭祀１３のうち１１は明治に新たに定められている。

②　神道には、地域の民衆を中心に維持されてきた「神社神道」と、明治になって創設された「国家神道」とがあり、両者は全く異なるものである。「国家神道」の方は、富国強兵を急いだ明治政府が、兵役や納税など国民に義務を課すための「洗脳」的な手段として、新しく創られた。中でもその強力な手段となるものが「教育勅語」や「天皇の御真影」であり、教育を通じて暗誦や拝礼を強制することで、短期間で国民に浸透していった。
③戦後、ＧＨＱの「神道指令」により、神社と国家の法的制度的なつながりは絶たれ「国家神道」は解体されたことになっているが、実は皇室祭祀には全く手が触れられていない。また、戦前「国家神道」を担った神社組織は神社本庁として存続している。（皇室祭祀はそのまま残り「国家神道」の教義、儀礼、行事のシステムは、全国の神社で引き継がれている。）全国の神社をまとめる神社本庁は、「国家神道」の興隆を図るため政治活動に注力している。
・神々の明治維新（神仏分離と廃仏毀棄稀釈）（安丸　良夫、一橋大学名誉教授　岩波新書）

―＞廃仏毀釈は、実際にどのようにして政策が進められたか、さらに各地で勃発した事件を紹介し、民衆にとってどのような意味をもったかが考察されている。
　維新政権が打ちだした神仏分離の政策と、仏教や民俗信仰などに対して全国に猛威をふるった熱狂的な排斥運動は、変革期にありがちな一時的な運動のように見えるが、その過程を経て日本人の精神史的伝統は一大転換をとげた。明治維新は精神、文化をも近代国民国家へと変貌を遂げるものであった。

・「神道」の虚像と実像（井上　寛司、島根大学・大阪工業大学名誉教授　講談社現代新書）　

―＞本書は神道の全体像とその変遷を記している。
神道は太古の昔から連綿と続く、自然発生的な日本固有の民族的宗教である（柳田國男の神道論）は間違いであることを立証しようしている。そして神道は日本史の中で三度つくられているという。
　第一に、柳田国男氏などの見解に基づいて、「神道」は日本固有の宗教であり、原始社会以来の自然発生的な宗教だとこれまで理解されてきたが、むしろその起源は7世紀後半の古代律令制国家成立期に求められるべきである。たしかにアニミズム的信仰がこの列島を覆ってきたが、いわゆる「神道」や「神社」は国号「日本」や「天皇」号同様に、中国からもたらされた律令法と一体をなす寺院や仏教に対抗し、「日本」の独自性を強調するための一環として創始されたものと考えなければならない。

　第二にその独自性の発展形態、中世以降の「神仏習合」を理解する必要がある。

　第三に江戸期から近代における「国体」観と明治期の国家神道の成立をきちんと捉えなおさなければならない。一言にしていえば宗教統制及びその政治的利用にあり、それを象徴する宗教施設が靖国神社であり、それはまさに「国家神道」の象徴というべきものといえる。

（２）日本文化とコンプライアンスのあり方、内部通報制度のあり方

（コンプライアンスを実効あるものとするためにはどうすればよいか）。（ポイントは）
・日本人の性質・特質をよく把握したうえでの対応が必要である。
・社会心理学的な分析をきちんと行う必要がある。（人間の行動パターンなど）

・各個人への意識つけ、動機つけが必要（教育他）

・個人レベルでは、高い倫理観、良心をもつ人が多い。

・ただし、企業レベルでは、上記を阻害するさまざまな障害がある。（ムラ社会、内部通報するとパッシングされる現実：オリンパス、三菱自動車など多くの事例がある）

・組織のトップが決断し、第三者的な組織作りが必要である。

トップ、そしてその後継者のしっかりした教育が必要である。
・組織については、常にそして継続的なチェック（それも可能な限り第三者機関による）が必要ではないだろうか。

構成：
4 企業不祥事の実態（2000年以降の主なもの）
（可能な範囲で要因分析する。）
・三菱自動車リコール隠し
・雪印乳業集団食中毒事件
・東京電力・東北電力・中部電力原発点検の虚偽記載・隠蔽事件

・牛肉偽装事件（雪印ハム、日本ハム、伊藤ハムなど）

・ダスキン無認可添加物入り肉まん事件

・三菱ふそうトラック車輪脱落死傷事故

・ＮＴＴドコモ関西など個人情報漏えい事件

・福知山線脱線事故

・耐震偽装事件

・不二家期限賞味切れ原材料使用

・西松建設の裏金捻出・横領事件

・船場吉兆　賞味期限切れの菓子・惣菜の販売。食べ残しの再提供

・保険業界の保険金不払い事件

・ＪＴ社中国製冷凍餃子集団食中毒事件

・オリンパス、東芝の不正会計事件
【企業不祥事に関連して下記の書籍を読書中】

・あの会社はこうして潰れた（藤森　徹、帝国データバンク　日本経済新聞）
―＞日経新聞電子版で掲載された「企業信用調査マンの目」と題したコラムを書籍化したもので、中小企業のさまざまな倒産事例を紹介した本である。構造変化に対応できなかった企業、リストラに踏み切れなかった老舗、身の丈を越えて設備投資を行ったベンチャー、闇経済や不正・詐欺に関わった企業など、帝国データバンクが現場で調査した企業の生々しい経営破綻劇が実名入りで描かれる。また、倒産までは至らず、スポンサーがついて再建にこぎつけた事例も紹介される。（倒産の裏側にはドラマがある）。

・不正に走る普通の人たち（前田　康二郎、流創（株）代表取締役、日本経済新聞）

―＞単なる事例紹介ではなく、不正が行われるシーンがまるで小説のように臨場感に満ちている点がおもしろい。
1 「不正はほとんどの会社や組織で過去に行われたことがある（あるいは現在も行われている）」ということを、豊富な事例で紹介している。
2 不正をする会社や社員は、一見して外見も内面もろくでもない奴らだと思われがちだが、実際は違う。「まさかこの会社が」「この人が」と思えるような普通の会社や社員が不正をしたり、他者に不正を強要したりするので、なかなか表面化しない。
3 経理アドバイザーとして複数業種の会社を見てきた筆者が、会社組織という集団にこそ潜むモラルの脆さを、その経験を通して伝えるもの。
不正者の言動や伝票の出し方など、経理ならではの視点から見た笑えないエピソードも加え、組織で働くすべての人に向け、「誰もが不正に手を染めかねない現実」に警鐘を鳴している。
・日本崩壊は、ここから始まった（江上　剛、作家、ワニブックス）

―＞この国の崩壊を食い止めるには、「危機感を私たちが等しく共有したとき」に日本は、力強く歩み出せるだろうとしている。（今やアメリカを中心に先進各国はもとより、中国、ロシアなどが新しい産業政策をぶち上げる競争に突入している。これに勝利しなければ、先進国は先進国でなくなるほどの危機感をもって事にあたっている。自国の経済の復活と雇用の回復だけを考えている。新興経済マーケットを自国の植民地にした国が勝利者となる。ところが、日本人だけには、その危機感がない）。
2008年～2011年に亘る「コーポレート・ガバナンス」（企業統治）、「コンプライアンス」（法令順守）の相次ぐ不祥事を追った記述は、日本における財・政・官界が、かつてないアンモラルな麻痺状態に陥っていったことを明らかにする。
5 不祥事を起こさないためには
　　　企業不祥事をおこさないためにコンプライアンス体制をきちんとしたものにしなければならない。不祥事を引き起こす人間の心理的要因を分析するには、岡本浩一氏の「無責任の構造」が重要な資料になると思われる。（ポイントを今後より整理する）
　この中では、「組織やその構成員が盲目的な同調や服従が心理的な規範となり、良心的に問題を感じる人たちの声を圧殺し、声をあげる人たちを排除していく構造を持つ」と述べている。無責任の構造は、人間の集団での心理メカニズムである「同調」「服従」「内面化」で構成されており、人は、不本意に思っていた行為も合理的なものとみなすようになってしまう。（無責任の構造が働きやすい）。
「無責任の構造」克服のための方策を提示しているが、いずれも簡単なことではなく、高度な倫理観・正義感、「属事主義的」な考え方、社会的な対人影響のスキル、孤独に打ち勝つ精神力、適度なところで攻撃の鉾を納める判断力などが必要とされる。「無責任の構造」に対抗していくのは並大抵のことではない。時には命がけとなる。組織的な無責任の構造を知り、不祥事を防ぎ、かつ、組織の人間関係に決定的な禍根を残さないということは、非常に難しい。

提言【検討中】

・企業・組織文化の改善

・よりよいリーダーシップの発揮
・トップの役割

・制度の改善

・チェック体制の確立（社内部通報制度を実効性あるものに、第三者委員会）
・監査体制は（会計監査含む）
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